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子 育 て ・ 若 者 支 援 特 別 委 員 会 会 議 録 

 

１ 開会年月日   令和７年３月２６日（水） 

２ 開 会 場 所   議会第３会議室 

３ 出 席 者   委 員 長 中 嶋   恵    副委員長 本 目 さ よ 

  （１２人）   委  員 石 原 喬 子    委  員 拝 野   健 

          委  員 弓 矢   潤    委  員 木 村 佐知子 

          委  員 田 中 宏 篤    委  員 青 鹿 公 男 

          委  員 風 澤 純 子    委  員 松 尾 伸 子 

          委員(議長) 髙 森 喜美子    委  員 秋 間   洋 

 

４ 欠 席 者    

  （０人） 

 

５ 委員外議員 

  （０人） 

 

６ 出席理事者   区  長                  服 部 征 夫 

          副 区 長                  野 村 武 治 

          教 育 長                  佐 藤 徳 久 

          教育委員会事務局次長            前 田 幹 生 

          教育委員会事務局児童保育課長        大 塚 美奈子 

 

７ 議会事務局   事務局長      伊 東 孝 之 

          事務局次長     櫻 井 敬 子 

          議事調査係長    松 江 勇 樹 

          書  記      女部田 孝 史 

          書  記      岡 﨑 一 生 

 

８ 案件 

 ◎審議調査事項 

  案件第１ 第４４号議案 東京都台東区家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する 

              条例の一部を改正する条例 

  案件第２ 第４５号議案 東京都台東区特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運 

              営の基準に関する条例の一部を改正する条例 
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  案件第３ 子育て及び若者支援について 

 ◎理事者報告事項 

【教育委員会】 

  １．家庭的保育事業等の連携施設に関する経過措置等の改正について 

                     ……………………………資料１ 児童保育課長 
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          午後 ２時４８分開会 

○委員長（中嶋恵） ただいまから、子育て・若者支援特別委員会を開会いたします。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○委員長 初めに、区長から挨拶があります。 

◎服部征夫 区長 よろしくお願いします。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○委員長 本日は、卓上マイクのスイッチを必ず押してから、ご発言願います。 

 また、理事者発言席を設けましたので、よろしくお願いいたします。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○委員長 次に、傍聴についておはかりいたします。 

 本日提出される傍聴願については、許可いたしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長 ご異議ありませんので、そのように決定いたしました。 

 それでは、審議に入らせていただきます。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○委員長 案件第１、第44号議案、東京都台東区家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関

する条例の一部を改正する条例及び案件第２、第45号議案、東京都台東区特定教育・保育施設

及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例の一部を改正する条例の２議案は、関連す

る案件でありますので、一括して議題といたします。 

 また、本案は、理事者報告事項の家庭的保育事業等の連携施設に関する経過措置等の改正に

ついてが関連いたしますので、説明と一括して報告を聴取し、審議を行いたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長 ご異議ありませんので、そのように決定いたしました。 

 それでは、第44号議案、第45号議案及び報告事項について、理事者の説明を求めます。 

 児童保育課長。 

◎大塚美奈子 児童保育課長 それでは、議案及び報告事項につきまして、一括して説明をさ

せていただきます。 

 初めに、資料１をご覧ください。家庭的保育事業等の連携施設に関する経過措置等の改正に

ついてでございます。 

 項番１、目的です。今回の改正につきましては、資料記載の国が定める基準２件の改正に伴

い、保育所等との連携及び特定教育・保育施設等との連携に関し、規定の整備を図るものです。 

 項番２、制度の概要でございます。居宅訪問型保育事業者を除く家庭的保育事業者等は、利

用児童に対する保育が適正かつ確実に行われ、同事業者による保育の提供終了後も満３歳以上

の児童に対して必要な教育または保育が継続的に提供されるよう、①保育内容の支援、②代替
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保育、③卒園後の受入れの３つの連携協力を行う保育所、幼稚園またはこども園を連携施設と

して確保する必要がございます。 

 項番３、本区の連携施設の確保状況でございます。表の③に記載のとおり、本区では、利用

調整において、家庭的保育事業者等の卒園児に対し調整指数の加点を行うことにより、卒園後

の受入れについては対応していることから、①保育内容支援と②代替保育に関する連携施設の

み確保を求めています。現時点では、全19施設中５施設が確保済みで、全体の約26％にとどま

っている状況でございます。 

 恐れ入りますが、２ページをご覧ください。項番４、改正内容でございます。 

 初めに、（１）経過措置期間の延長でございます。表に記載のとおり、連携施設を確保しな

いことができる経過措置期間を５年間延長いたします。 

 次に、（２）保育内容支援に係る連携協力に関する見直しでございます。保育内容支援の提

供に係る連携施設の確保が著しく困難と認める場合に、小規模保育事業Ａ型、Ｂ型または事業

所内保育事業を行う者を保育内容支援連携協力者として確保することにより、同支援に係る連

携施設を確保しないことができることとしております。 

 続きまして、（３）代替保育に係る連携協力に関する見直しでございます。現行条例におい

て、（２）同様に、代替保育連携協力者を確保することにより連携施設を確保しないことがで

きるところに、さらに区長が同協力者の確保の促進のために必要な措置を講じてもなおその確

保が著しく困難であるときは、代替保育に係る連携施設を確保しないことができることとして

おります。 

 最後に、（４）その他所要の改正といたしまして、引用条文の整理等を実施しております。 

 続きまして、項番５、改正予定条例です。これまで説明をいたしました内容について、資料

記載の２件の条例改正を予定しております。 

 最後に、項番６、今後の予定です。本日、条例改正議案を可決いただけましたら、令和７年

４月１日に施行したいと考えております。 

 報告資料のご説明は以上でございます。 

 続きまして、第44号議案についてご説明いたします。 

 本案は、家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の改正に伴い、保育所等との連携に

関し、規定の整備を図るため提出するものでございます。 

 改正の内容につきましては、先ほど報告事項でご説明したとおりでございます。 

 続きまして、第45号議案についてご説明いたします。 

 本案は、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等

の運営に関する基準の改正に伴い、特定教育・保育施設等との連携に関し、規定の整備を図る

ため提出するものでございます。 

 改正の内容につきましては、先ほど報告事項でご説明したとおりでございます。 

 長くなりましたが、ご説明は以上となります。よろしくご審議の上、いずれも原案どおりご
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決定くださいますようお願い申し上げます。 

○委員長 それでは、第44号議案、第45号議案及び報告事項について、ご審議願います。 

 風澤委員。 

◆風澤純子 委員 条例の改正には賛成するものなんですが、ちょっとこちらの制度について

確認をさせてください。 

 家庭的保育事業等において、制度の概要なんですけれども、この代替保育ですね、保育に従

事する者の病気や休暇等により保育を提供することができなくなったようなケースというのは

これまであるのかということと、その場合、代替保育を使って保育の提供は行われましたみた

いなケースってこれまでどのぐらいありますか。 

○委員長 児童保育課長。 

◎大塚美奈子 児童保育課長 こちらで把握している範囲の中では、代替保育を行いましたと

いう、そういった実績はございません。 

○委員長 風澤委員。 

◆風澤純子 委員 代替保育は使っていないけれども、例えば何かこの保育事業者等が病気と

か休暇で保育が提供できなかったみたいなことってあるんでしょうか。 

○委員長 児童保育課長。 

◎大塚美奈子 児童保育課長 各園におきまして、必ず定員よりも多く職員のほうを加配して

いるところがございます。そういったところもございますので、保育が行えなかったというこ

とは伺ってはおりません。 

○委員長 風澤委員。 

◆風澤純子 委員 分かりました。 

 そこで、確保状況なんですけれども、26％ということで、通常の状態でさえ大変なのに、一

度に例えば５人の規模とかで来られるということを想定すると、やはり連携というのはなかな

か難しいのかなということで、この改正の内容が出てきたと認識しているんですけれども、今、

連携している施設を見ましたら、５つとも認可保育所のようで、そうすると、区立でその役割

を担うことというのはできないものなんでしょうか。 

○委員長 児童保育課長。 

◎大塚美奈子 児童保育課長 こちらは公私ともに連携施設を設置することができるとなって

おりますので、区立保育園は可能となっております。 

○委員長 風澤委員。 

◆風澤純子 委員 そうしましたら、通常からもっと区立のほうの保育士さんを手厚くして、

この協力体制に堪え得るような状況にするなどの取組などをして、ちょっと連携をするという

ような取組をしていただきたいなと思うんですが、いかがですか。 

○委員長 児童保育課長。 

◎大塚美奈子 児童保育課長 まずは、こちらの連携施設に関しましては、地域とのつながり
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ということもございますので、区立に限定せず、私立も含めた形で連携をしていただきたいと

いうことでお願いをしているところです。区立ももちろん連携施設になることは可能なんです

けれども、まずはちょっと私立のほうでお願いをしていただき、そこの中で状況を見ていきた

いと考えております。 

○委員長 風澤委員。 

◆風澤純子 委員 分かりました。ただ、ちょっと今のところ５施設しか確保を実際にできて

いない状況なので、やはり区のほうがしっかりとその辺というのはきちんと確保しておくとい

うのが、何ていうのかな、子供さんを預かるというところでは、やはり区がというところがち

ょっとあると思いますので、今後、取り組んでいただけたらなというふうに要望して、終わり

です。 

 改正には賛成です。 

○委員長 秋間委員。 

◆秋間洋 委員 今、風澤さんが言ったことは私も全く同じで、これはたしか５年延長措置が

10年になって、10年が今度15年になるということですよね。これは子ども・子育て新法、もう

今は新法とも言わないぐらい古いけれど、支援法ができたときに、この間も申し上げましたけ

れども、自治体の保育実施義務を、これを取り払おうとした保育の市場化の動きがあったんで

すね。これ全国的に大反対運動が起きて、基礎的な自治体が保育を実施する義務を負うという

ことを残したんですよね。今でいえば、課長の答弁であったように、最後まで区立で、これ連

携施設を区立というふうに書けば、こんな改正する必要ないんですよ。台東区はすぐにでも連

携園ができるわけなんですね。ただ、そういう点ではね、区立保育園を連携施設にすることが

法令に抵触しないのであれば、これはやはりこの改正というのは全く必要ないということであ

ります。 

 その辺で、私、何ていうんですかね、卒園後の受入れについては、調整指数の加点で対応し

たというんであれば、①、②もね、これはここにも書いてあるように、代替保育でいえば、区

長が代替保育連携協力者の確保の促進のために必要な措置を講じてもなお当該協力者の確保が

難しくっていった場合は、区立はやらないということを前提にしていることになるんじゃない

ですか、これ。だから区立がやるということになれば、この改正は必要ないんです。 

 そういう点ではね、やはり私は区長の決断が求められる非常に大事な、子供たちの保育の質、

あと保護者の不安、こういうものにきちんと応えるという点で、この改正は、違う改正を行え

ば、台東区は区立がきちんと責任を持つと、連携園を設置するということ、この①、②の保育

内容支援も代替保育もこれを宣言すれば終わりということなので、これの改正には反対です。 

○委員長 よろしいですか。 

 ほかに。よろしいですか。 

 これより採決いたします。 

 初めに、第44号議案について、採決いたします。 
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 本案については、挙手により採決いたします。 

 本案については、原案どおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

          （賛成者挙手） 

○委員長 挙手多数であります。よって、本案は、原案どおり決定いたしました。 

 次に、45号議案について採決いたします。 

 本案については、挙手により採決いたします。 

 本案については、原案どおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

          （賛成者挙手） 

○委員長 挙手多数であります。よって、本案は、原案どおり決定いたしました。 

 なお、報告事項についても、ご了承願います。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○委員長 以上で、案件の審議を終了いたしましたので、事務局次長に委員会報告書を朗読さ

せます。なお、年月日、委員長名及び議長名の朗読については省略いたします。 

          （櫻井議会事務局次長朗読） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○委員長 以上で、本日予定されていたものは、全て終了いたしました。 

 その他、ご発言がありましたら、どうぞ。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○委員長 これをもちまして、子育て・若者支援特別委員会を閉会いたします。 

          午後 ３時０３分閉会 
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